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きっかけ
　2011年1１月13日に繊維化学科卒業生が集う「第6回千花会」が、母校の京都工芸繊維大学６０周年記念会館であり、我々C37卒業生は12名という各年代の中で、最多の出席人数であった。当日は大いに旧交を温めたものであったが、終わってから2次会用に、C37だけで北山通りのしゃれた喫茶レストランを予約しておいた。
そこで出た話が、卒業50周年記念に何かやろうということだった。既にひとつ上のC36の先輩たちは、信州で昨年5月に2泊3日旅行を行い、14名の参加者があったと聞いていた。
早速、総幹事は佐野、東は川端、西は荒瀬（以下の文中敬称略）と決まった。このときの出席者全員は推進委員となってもらった。
問題は場所であるが、京都・東京間で3案ほど作り、クラス全員の投票で決めようということになった。

また、実施時期は来年の9月中ごろとした。

準備段階

　早速、幹事長の佐野は、翌日から行動開始。旅行の素案作成、実施までの行動計画を作成した。

実行委員は皆パソコンをもち、連絡はすべてインターネット・メールで行えたのは、ラッキーであった。
4種の素案につき、具体案を作成する担当を決めた；

1 名古屋・浜松方面・・・担当；荒瀬

2 金沢・和倉方面・・・担当；佐野

3 富士五湖方面・・・担当；木田

4 安曇野・白馬方面・・・担当；岡崎

　佐野幹事長の計画に沿って、それぞれの案において、詳細計画、概略予算を算出し、各人にメールと葉書で通知し、出欠と案の選出を頼んだのは、あくる年の2月になっていた。3月末には各人の投票により、第1位は①の名古屋・浜松案が選出された。驚いたのは、この時点で国内でのクラス生存者３７名中、２８名が出席を表明したのだ。

詳細スケジュール作成、ホテル・バス・昼食場所などの手配、見積もりは、幹事の一人である荒瀬の息子がJTB関連の旅行社に勤めていたので、そこに依頼した。

実施日は翌年の9/20-21の１泊旅行とし、宿泊所は蒲郡のホテル竹島と決まった（但し、このホテルは後に食中毒事件を起こしたことが、旅行社からの通報でわかり、急遽、西浦温泉のホテル「末広」に変更するという一幕もあった）。

訪問する観光地は２,３箇所に絞り、めったに会わない仲間でもあるし、出来るだけ歓談の時間をとることにした。

従って、宴会を当日の夜と翌日の昼の２回入れることにした。
　費用は、当初の見積もりでは、\37,000と多少高めの設定になったが、旅行社の口座に各人が振り込むという形にした。
但し、通信費や後日の写真代として、別途、\1,000　づつ徴収することにした。前回幹事の市村から、繰越金(\13,431)もあった。

又、参加者全員に近況を300-500字程度で予めメールなどで報告してもらい、「参加者近況綴り」として、冊子を佐野が編集した。この冊子は住所録や懇親会のスケジュールも含み、大いに活用できただけではなく、良い記念として残るものだ。

当初、２８名の参加であったが、直前に病気や親族の不幸のため２名が欠け、結局２６名（１名は日帰り）となった。

それでも国内生存者３７名の中、参加率７０％という高率である。大学卒業５０年も経ってこんなのって、ちょっと無いんじゃないと言いたいくらいだ。
当日９月２０日
JR浜松駅１２：００に集合である。何しろ、卒業５０年も経っているから、最近会った人はわかるが、顔を見ても誰かわからない確率がある。旅行社に「C37会」という標識を用意させたが、意外と分かり合い、スムースに集合できた。
但し、１名だけは遅れてきたので、幹事長佐野自ら彼を出迎え、後から昼食場所に連れてきてもらった。
これで２６名、全員揃った。

　昼食場所は浜松駅から徒歩５－６分の、付近ではうなぎ料理で有名な「うなぎ八百徳」である。
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　左から藤田、吉井、山元、鵜飼。遠くに片山、川崎が見える。　こちらは浜田、中村、石川の珍しい面々。

あちこちのテーブルでは、めったに会わない仲間間で話しに盛り上がり、肝心のうなぎの味はどうであったのだろうか？
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この後、近くの「浜松市楽器博物館」へと向かう。
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この楽器博物館は世界の様々な楽器１３００点を一同に見せてくれる。
各所にヘッドフォンや小型モニターで、楽器の音の視聴や解説を聞くことができる。特にアフリカや東南アジアなど、あまり見かけない楽器に、人気が集中していたようだ。
上の左の写真はどうやって演奏するかわからない。右の写真は楽器の装飾に使われている、インドの象？
このあと、次の観光地として、「エアーパーク浜松航空自衛隊」に向かう。高速をバスで、ものの３０分も走れば到着した。
駐機してあった飛行機の前で、初めて参加者全員で撮ったのが、下の写真である。
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こういう写真はあとでじっくり見ると、５０年の歳月が実感されて感無量になるものだ。
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航空自衛隊など、普段あまりなじみがなく、興味津々の仲間もいた。
左の写真は日の丸をつけた小型飛行機に乗り組む佐野。

多分、特攻隊の一員の気分にでもなっているのだろう。

シミュレーション体験飛行機などもあり、１日居れば十分楽しめるところだ。

日本の空の守りを担う、航空自衛隊の若い隊員を頼もしく思い、改めて期待をしたいものだ。
自衛隊観光は早めに切り上げ、宿舎（ホテル末広）に向かうこととする。

このホテルは、三河湾の西浦温泉の一番高台に位置し、三河湾を一望できる展望大浴場・露天風呂などがあり、全室海が見えるように配置されている。

　皆、早速入浴を楽しみ、１８：５０、予定通りに懇親会が舞台つきの大広間で始まった。
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皆、浴衣に着替えて宴会前に記念写真を撮った。

髪の毛の老け方がそれぞれ皆違い個性的であり、面構えはそれぞれ、大学卒業後５０年の人生を背負ってきた年輪を感じさせるものだ。ここに出席できた人たちは、それなりに皆元気だ。
記念撮影のあと、音楽に造詣の深い濱田の指導・指揮で学歌を斉唱した。歌詞は佐野が用意してくれたので、思い出す必要なく歌え、盛り上がったものだ。荒瀬の司会で懇親会が始まった。
最初に幹事を代表して、佐野が挨拶に立ち、この会がここに開けた経過を報告した。
　その後、鬼籍に入った４名に（木下、近藤孝、国本、富岡で、この時、未だ9/13に亡くなった笹倉のことは皆知らなかった）川端の音頭で黙祷を捧げたのち、みんなお互いの健康を祈念して乾杯を行った。
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後は自由に食事、懇談したのち、２０時ごろから各人の近況報告を主に挨拶をお願いすることにした。

スピーチは各人とも２分以内とし、佐野が「参加者近況綴り」として、予め編集・作成してくれていたので、その順に行い要領よく全員に行き渡ったものだ。

さらに、４氏の趣味披露（濱田の楽器演奏、片山の気功・太極拳の演舞、市村の中国文化紹介、吉井の謡曲）は、いずれも趣味を通り越して、本格的でプロとしても通じるほど、堂々としたものであった（詳細は割愛）。
左は片山による演舞の一部。
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　　　　　　はしゃぐ岡崎と荒谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得意の喉を聞かせる濱田
[image: image11.jpg]


[image: image12.jpg]- b




　　
　　　　　　　　　　　

　　左は謡曲を披露する吉井。

　　上は料理の数々。

　　

皆の近況もわかり、料理も大体尽きるころ、荒谷の中締めで一旦閉会し、尽きぬ話を続けるために、談話室（カラオケルーム）に移った。
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談話室にても話は続き、誰も、カラオケ等やろうという雰囲気ではなかったのが、幹事としては予想外であった。
中に古いアルバムや文集を持ってきた人（川端）がおり、さらに話は尽きず盛り上がった。

こんなに楽しいのだから、またやろうということになり、次回は２年後（５年後では自信がない？）となった。
幹事候補を推薦しあった。かくして、第一日目は終了した。

翌９月２１日
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　翌朝は、片山による気功体操指導から始まった。あいにく外は小雨が降り、予定していた近くの西浦園地では難しく、急遽ホテル内の廊下で行われた（左の写真）。

自由参加であったが、約半数が参加した。片山の指導で息の仕方を教わると、不思議に体が解れ、楽になったような気がした。
「気功を生活習慣に組み入れることで、生活の有様が楽しいものになり、まず身体的には腰痛や疲労感、季節の変わり目での風引きなど、薄皮を剥がすようになくなる」というのである（近況綴りより）。　皆どれだけ実感できたであろうか？
少なくとも筆者は少しだけ体感できた気がした。
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早朝、屋上の露天風呂を楽しんだ人たちも数人はいた。何しろ、三河湾が一望できる眺めで、カメラ持参で入浴しなかったので、ここでその景色の良さを紹介できないのが残念なほど、眺望はすばらしいものであった。

　昨夜と同じ座敷で、盛りだくさんな朝食を頂き、9時にはバスに乗り込んだ。目指すは徳川美術館と徳川園である。

ここ徳川美術館は、いわずと知れた徳川家代々の遺品やその家族が実際に使用したものが、1万件余りにおよぶ品々が展示されている。武家のシンボルである武具・刀剣はじめ、大名の数寄の茶室や書院飾り、能舞台などがあるが、一番の見所は国宝「源氏物語絵巻」である。
隣の徳川園は御徳川三家筆頭の第2代尾張藩主三友の隠居所として建てられ、以後戦火にあったが、2001年に日本庭園として
再整備後、2004年にオープンされたとある。中には小規模ながら滝もあり、目を楽しませてくれる（上の写真）。
　最後は、2度目の宴会をイタリアレストラン「KAWABUN」でやった。ここは、尾張徳川家の食のもてなしを一手に引き受けてきた河内屋文左衛門が創業の料亭「河文」が、発祥とのこと、建築様式も明治の洋館風で、何となくレトロ風だ。
各テーブルに5.6人づつ　分かれてイタリア料理を楽しんだ。海外経験深く、ワインに詳しい川端が適当なワインを選んでくれる。その上、彼は在学時代に2度発行されたクラスの文集「５８８XY」を持ってきてくれた。それぞれ学生時代に考えていたことが如実に示されていて、懐かしい。
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ここで、次回の開催は2年後とし、総幹事は内河、東担当は山名、西担当は西久保と決まった。

　幹事としては、気になるのは会計である。「河文」の食事の一段落したところで、旅行社と清算したところ、各人に\2,000ずつ返金出来ることが判明し、ホットしたものだ。通信費や写真代は、各人徴収の\1,000と前回幹事の市村からの繰越金で充分賄える。
　最後はバスで名古屋駅まで行き、再会を祈念して解散した。
何とか無事落伍者も出さずに、50周年行事を終えることができた。

皆の結束力の賜物である。　みんな、ありがとう！！

　　　以　　　　上
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